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作用で生じる場面緘黙に大きな影響を与える可能性
が考えられる。これらのことから、長野県内と宮古
島市、及び大都市圏とを比較することで、場面緘黙
の発現や持続と地域特性との関係が明らかにできる
のではないかと考えた。 
 本年度の長野大学助成金準備研究の調査では、宮
古島市にある場面緘黙児の親の会を対象としたデー
タ収集を行った。聴き取りは親の会会員である保護 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
者に対して半構造化面接により行った。また調査に
あわせて、親の会主催による講演会、及び地域の小
学校おける教育相談を実施した。講演会では、地域
の教育関係者等の支援者の他、保護者や当事者等約
200名の参加があった。今後は調査対象を保護者だけ
でなく小中学校や高等学校に広げ、地域特性と場面
緘黙の発現率に関わるより実証的なデータを得たい
と考えている。 
